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新しい住民がやってくると、
その駅の展示がかわるため
一ヶ月ごとに更新しています。
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小田急羽根木線
神谷萌日

敷地は北沢川緑道と小田急線が交差する場所にある。羽根木公園にも程近い場所に鉄道と緑道と公園の、
地域の賑わいの中心となる「鉄道博物館」を計画した。建物内に緑道と公園をつなぐ通路を取る。あわせて、
高架線上部の鉄道が眺められるカフェまでを螺旋導線で垂直方向にもつなぐ。ぐるぐると登りながら鑑賞できる
小田急線の線路に見立てた鉄道の展示は、街の歴史や賑わいを豊かに語る地域の交流拠点となる。

地域と相関する生活空間住環境デザインC

1：カフェから展示車体を見
る｜2：敷地図｜3：ダイアグ
ラム｜4：断面図。建物全体
を路線に見立て、ポイントを
巡りながら上階へ導く

5：路線図｜6：平面図｜7：エレベーターホールからカフェを見
る｜8：高架を走る電車からカフェを見る｜9：北沢側緑道から
商店街を見る｜10：北沢側緑道から吹き抜けを見る
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講評

この課題は、世田谷の北沢川緑道沿いの計画である。緑道周
辺の住人やその日常生活に目を向け、地域の特性に配慮し盛
り上げていけるような集合住宅の計画を目指すものである。計
画に付随する「地域」の公共性に寄与するためのさまざまなア
イデアやストーリー立て、および各敷地設定などは、各学生独
自の構想による策定である。

［来千 ra sen─まちにひらく子育てパーク］ 橋本旬平 p.98　
南に下る坂道と緑道が交差する角地の計画である。緑道を見
おろす地域のカフェと幼稚園、高齢者住宅や屋上菜園などの
各用途を、園庭を中心に螺旋状に立ち上がる連続空間として
いる。にぎわいある生活道路としての緑道と、地域で見守る子
育て、そこに接続する高齢者の暮らしなどがひとつの「自然な
流れ」のように一体となった生活空間のデザインを意図してい
るのである。ここには、高齢者と子どもを地域で見守るための
新たなビルディングタイプが構想されている。敷地の高低差や
緑道に対する開かれ方、緑道側と住宅街側の状況の違いな
ど、相反する環境要素の共存を、よく考えた動線計画が成り立
たせている。細部までつくり込まれた模型も、この計画で構想さ
れる豊かな地域の日常の生活イメージが表現されており、プレ
ゼンテーションの説得力にもひと役買っている。

［小田急羽根木線］ 神谷萌日 p.100　梅が丘駅の近くに敷地を
設定している。ちょうど北沢川緑道と小田急の高架線が交差
する場所である。地域の憩いの中心である羽根木公園にもほ
ど近く、緑道の人の流れと公園のにぎわいを意欲的につなぐ
計画の試みである。そのために小田急の鉄道ミュージアムや
鉄道カフェ、公園での余暇のための地域施設からなる計画を
策定し、特に鉄道ミュージアムは、集合住宅の住人による直接
運営という形式とし、その住人も、小田急電鉄の職員や退職者
などというところまで設定している。住人らを積極的に地域社
会に関わらせることで、地域の公共性を盛り上げようという意
識とアイデアの表れがある。建築的な構成としては、敷地内を
横断するように通路を中心と設定し、その上部に螺旋状に伸
びていく動線計画を軸としている。その動線の最上部に鉄道カ

フェがあり、その途中の経路が、来訪者と住人が触れ合う鉄道
ミュージアムという構成である。公園に向かう通路とそれを囲む
ような上部に広がるにぎわいの輪が、地域の人と人との触れ合
いやにぎわいの流れをつなげている。

［Artist residence］ 佐藤祐司 01　緑道が交通量の多い淡島
通と交差する付近の敷地である。建物用途は、作品制作も可
能なアーティスト用の集合住宅と、住人自らが運営するギャラ
リーやカフェおよび子どもが遊べるアート広場など。道を挟んだ
分棟側にも、子どもとアート制作を楽しむワークショップスペー
スやその展示スペースを設ける計画である。建築のファサード
は、接道の長さを活かし、アートに親しむところからつくるところ
までの、一連の流れの表現としてデザインされている。交差点
前の遊歩道が広くなる場所であり、付近の小学校の子どもが
参加した楽しいアートイベントが実現できそうな構想である。

［マニアックライブラリー］ 山田絵美香 02　北沢川緑道が二股
に分かれる部分の水と緑のある立地である。カフェを併設した

地域図書館と集合住宅からなる計画。特徴的なのは、図書館
を運営しているブック・コンシェルジュが住人としても上階の
部屋に住み、その住戸に下階の図書館の吹抜けから直接上
がっていけること。来館者は図書館やカフェで読書を楽しむの
と同時に、特定ジャンルについてさらに専門性が必要であれ
ば、各コンシェルジュの許しを得て、上層の個人的な部屋の
テラスまで上がることもできる。そこは、コンシェルジュが個人的
に管理するブック・スペースであり、来訪者と特定のジャンルな
どについて濃密に語り合える場所になっている。内部の空間
は全て「本棚」をモチーフに構成され、大きな建物架構を支え
る「本棚構造」から、各知識を支える小さな「本棚」までも、ブッ
クシェルフのような「グリッド構造」でデザインされている。そうし
た大きな構造や小さな棚がつくり出す陰影が、「知」にまつわる
空間の佇まいをつくり出しているのが面白い。
	 （講評：押尾章治）

01

02

最終講評風景。ゲスト：坂野由典 （建築家、右写真左から2人目）、高塚章夫先生（左写真右端）
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「3つのインテリアエレメント」展開催 「エンジガミタテルカグ」展開催

第41回学生設計優秀作品展
─建築・都市・環境（レモン展）に出品

会期 2017年7月23日（日）～25日（火）
会場 桑沢デザイン研究所1階ホール
主催 昼間部総合デザイン科２年生スペースデザイン専攻 40名

会期 2018年4月20日（金）～22日（日）
会場 桑沢デザイン研究所1階ホール
主催 夜間部デザイン専攻科２年生スペースデザイン専攻 11名

会期 2018年5月14日（月）～17日（木）
会場 明治大学 駿河台校舎 アカデミーコモン 2F
主催 学生設計優秀作品展組織委員会・レモン画翠

エレメントデザインIIA（p.22-23）で制作した作品を第三者に体
験してもらい、その感想に直接触れることができる機会を設けるた
めの試み。3つのインテリアエレメントによりつくられる空間を表現
する。日常生活の中で体感している空間を考察し、それらを構成
している家具などのインテリアエレメントを制作し、展覧会を開催
した。低温乾燥によって材料の可能性を拡げた杉材を主に使用
することで、私たちの周り取り巻く環境に思いを馳せながら、作品
制作を行っている。	 （担当講師：水谷雅文）

この展覧会は、恣意的な小さなクライアントたちの「行動を誘発す
る装置」のデザイン展である。「行動」は、あくまでも園児たち自ら
が発見するのであって、デザインした側の想定通りに使われては
面白みがない。使い方・遊び方を決めるのは園児たちであり、園
児が自由に見立てられる造形であることが望まれる。よって、ここ
に紹介されている作品は、本来なら使用目的がはっきり判らない
はずである。もしも、用途が特定できてしまう作品があれば、それ
は作品としては失敗作である。でも、もしかしたら、そんなあなたの
杓子定規な考えを超えた使い方を、園児達は発見するかもしれ
ませんよ。（ｐ.74-75参照）	 （担当講師：堀岡 勝）

全国の大学、専門学校の建築・インテリア学科（今年は55校参
加）の代表作品が出品され、有名建築家によって審査される展覧
会。今年の審査委員は、建築家・伊東豊雄氏、荻原廣高氏、中川
エリカ氏、長谷川豪氏、佐藤光彦氏5人であった。今回は、昼間部
KEIKO+MANABUゼミから小出夏子が出品。作品は、「THIRD 
STREET COMPLEX」（p.59）。西麻布にある細長い敷地に、集
合住宅と商業施設のコンプレックスを設計したもの。レベルが異
なる2本の道路に挟まれた敷地が生み出す特異な「日常」と「非日
常」との交差をもとに、新たな都市の住まいを問うた作品である。
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大松俊紀
おおまつ・としき

 ［専任講師］
KEIKO+MANABUゼミ
住環境デザインⅡB
住環境デザインB
基礎デザイン（スペースデザイン）
など

1996年京都工芸繊維大学卒業。97年ラウ
ル・ブンショーテン／CHORA、ロンドン勤
務。96〜99年ベルラーヘ・インスティテュー
ト・アムステルダム修了（98〜99年文化庁芸
術家在外派遣研修員）。2001〜05年OMA 
ASIA（現RAD）、香港勤務。05年〜大松俊
紀アトリエ。

大原 温
おおはら・あつし

 ［非常勤講師］
エレメントデザインⅢA

1994年京都工芸繊維大学造形工学科卒
業。94年～98年パワーユニットスタジオ。99
年～2006年イノウエインダストリィズ。07年～
camp。

office-U 2013

1996年桑沢デザイン研究所リビングデザイン
科卒業、97年（株）スペース、2002年吉岡徳
仁デザイン事務所技術スタッフ、10年（株）浦
田孝典デザイン事務所設立。

浦田孝典
うらた・たかのり

 ［非常勤講師］
基礎デザイン

（スペースデザイン）

内山敬子
うちやま・けいこ

 ［非常勤講師］
KEIKO+MANABUゼミ

沢瀬学と「KEIKO+MANABU」で活動。「ピ
アスから宇宙開発のお手伝いまで」を掲げ、
日々の暮らしや自然の中の美しさ・楽しさ、時
に厳しさからのインスピレーションを自由なか
たちや空間に現すことで、クライアントとともに
社会にとってより良い未来を提案する。シアト
ルと東京に拠点。

SOLANA

Ellipse Sky

okura chair

稲垣留美
いながき・るみ

 ［非常勤講師］
基礎デザイン

（スペースデザイン）

桑沢デザイン研究所卒業。2002年、スタジオ
80入社。04年〜（株）内田デザイン研究所移
籍、現在チーフデザイナー。

磯 達雄
いそ・たつお

 ［非常勤講師］
現代建築論
空間論

1988年名古屋大学卒業。88〜99年日経アー
キテクチュア編集部勤務後、2000年独立。02
年〜フリックスタジオ共同主宰。01年〜桑沢
デザイン研究所非常勤講師。08年〜武蔵野
美術大学非常勤講師。著書に『昭和モダン
建築巡礼』『ポストモダン建築巡礼』『菊竹清
訓巡礼』『日本遺産巡礼』など。

『日本遺産巡礼 東日本30選』

五本柱建物

本誌に掲載している授業の担当講師を中心に紹介します。

EUREKA OFFICE

＆安堵

NT

Ellipse Sky

幼・老・食
の堂

木下庸子
きのした・ようこ

小川暢人
おがわ・のぶと

押尾章治
おしお・しょうじ

 ［客員教授］
住環境デザインⅢA

 ［非常勤講師］
インテリアデザインB

 ［非常勤講師］
住環境デザインC

1977年スタンフォード大学卒業、80年ハー
バード大学デザイン学部大学院修了。81年〜
84年内井昭蔵建築事務所勤務、87年設計
組織ADH設立、2005〜06年都市再生機構
都市デザインチームチームリーダー、08年〜
工学院大学建築学部教授。

1983年茨城県生まれ。2008年桑沢デザイン
研究所卒業。08～11年Wonderwall Inc.。11
～15年BROOKとして活動。15年BROOK 
Inc.設立。

明治学院大学卒業。隈研吾建築都市設計
事務所統括設計室長を経て、一級建築士事
務所UA設立。工学院大学、東京都市大学非
常勤講師。グッドデザイン賞金賞、iF Design 
Award（独）、Faith & Form Religious Art & 
Architecture Award（米）、住宅建築賞奨励
賞、モダンリビング大賞など。

講師紹介

沢瀬 学
さわせ・まなぶ

金野千恵
こんの・ちえ

 ［非常勤講師］
KEIKO+MANABUゼミ

 ［非常勤講師］
インテリアデザインIIIA

内山敬子と「KEIKO+MANABU」で活動。
「ピアスから宇宙開発のお手伝いまで」を掲
げ、日々 の暮らしや自然の中の美しさ・楽しさ、
時に厳しさからのインスピレーションを自由な
かたちや空間に現すことで、クライアントととも
に社会にとってより良い未来を提案する。シア
トルと東京に拠点。

2011-12年神戸芸術工科大学助手、13〜
16年日本工業大学助教。11年建築設計
KONNO設立。15年からteco共同主宰。主な
作品に「向陽ロッジアハウス」（2011、平成24年
東京建築士会住宅建築賞金賞ほか）、「幼・
老・食の堂」（2017、SDレビュー2016 鹿島
賞）、ヴェネチア ビエンナーレ建築展2016日本
館会場デザイン（2016、特別表彰受賞）など。
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鈴木真弥
すずき・しんや

 ［非常勤講師］
基礎デザイン

（スペースデザイン）

1991年桑沢デザイン研究所を卒業。現在、日
建スペースデザインにてシニアデザイナーとし
て勤務。「東京スカイツリー」「読売新聞本社」

「ホテル レオパレス博多」「流山おおたかの
森SC」など、多分野のインテリアデザインを手
がける。

長岡 勉
ながおか・べん

 ［非常勤講師］
エレメントデザインⅡB

1997年慶応義塾大学大学院政策メディア研究
科修了。2001年point設立、代表。03年からクリ
エイターの為のシェアオフィス“co-lab”の共同運
営。JCD2008年度金賞（MUSVI）。

P
hoto：

T.H
iraga

Diesel Denim Gallery

中山定雄
なかやま・さだを

 ［非常勤講師］
インテリアデザインA

スペースカウボーイ代表。インテリアデザイ
ナー。多摩美術大学卒業、ロンドンAAスクー
ル留学、日建スペースデザイン勤務を経て独
立。主な作品に「ミッドランドスクエア商環境」

「東急病院大岡山駅」など。最近はホテルや
住宅、ストリートファニチャーなど幅広く、海外で
も活躍。静岡文化芸術大学デザイン学部教
授。

 ［非常勤講師］
インテリアCADⅡ
インテリアCADⅢ

日本大学卒業後、設計事務所勤務。その後
ICSカレッジオブアーツインテリアデザイン科II
部にてデザインを学び、現在インテリアデザイ
ン事務所に勤務。

中島崇行
なかじま・たかゆき

 ［非常勤講師］
インテリアデザインⅡB

 ［非常勤講師］
インテリアCADⅡ
インテリアCADⅢ

インテリアデザイナー。桑沢デザイン研究所卒
業 。2011年〜（株）内田デザイン研究所にて
内田繁に師事。14年THE MIRROR展 、IN-
EI ISSEY MIYAKE展（札幌、広島）、14〜
16年千倉温泉千倉館、 16年田中仏光堂（今
治）、17年Wander from Within展などを担
当。

桑沢デザイン研究所夜間部スペースデザイン
専攻科卒業。インテリアデザイン事務所勤務
の後、2011年〜and Associatesにて活動。

高平洋平
たかひら・ようへい

土井智喜
どい・ともき

田井幹夫
たい・みきお

高塚章夫
たかつか・あきお

 ［非常勤講師］
住環境デザインⅡA

 ［非常勤講師］
住環境デザインA

1990～91年石原計画設計。92年横浜国立大
学工学部建設学科建築学コース卒業。92～93
年ベルラーへ・インスティテュート・アムステルダ
ム在籍。94～99年内藤建築設計事務所。99年
アーキテクト・カフェ主宰。2004年アーキテクトカ
フェ・田井幹夫建築設計事務所設立。05年～
横浜国立大学非常勤講師。12年～台湾東海
大学客員准教授、法政大学非常勤講師。

aaat代表。1998年京都大学工学部建築学科
卒業。2000年パリ建築大学ラ・ヴィレット校修
了。00〜08年伊東豊雄建築設計事務所。京都
造形芸術大学非常勤講師。主な作品に「Loop
／Roof」「takram omotesando」など。11年以
降、宮城県女川町復興事業にも従事。

和賀材木座の家 
―空（くう）の箱―

WELL

久山幸成
ひさやま・ゆきなり

 ［非常勤講師］
インテリアデザインC

1996年横浜国立大学工学部建設学科建築
学コース卒業。96年～クライン ダイサム アー
キテクツ、現在シニアアーキテクト。2007年～
関東学院大学非常勤講師。主な作品には代
官山 T-SITE、GINZA PLACE、星野リゾート 
リゾナーレ八ヶ岳の建築プロジェクトなど。

比護結子
ひご・ゆうこ

 ［非常勤講師］
基礎デザイン

（スペースデザイン）
エレメントデザインB

1997年東京工業大学大学院修士課程修
了。99年一級建築士事務所ikmo設立。桑沢
デザイン研究所、芝浦工業大学、日本工業大
学、東京電機大学非常勤講師。2009年「キ
チ001」にて東京建築士会住宅建築賞。15年

「cotoiro」にてグッドデザイン賞2015。

平岩良之
ひらいわ・よしゆき

 ［非常勤講師］
モデル

2007年東京大学大学院工学系研究科建築
学専攻修了、07〜17年佐々木睦朗構造計画
研究所勤務。17年平岩構造計画設立。

東京スカイツリー

Khora-Collection
 （Wander from Within Milan 2017） 

薬園台シェアハウス

CERA trading WC リノベーション

パラオ水上レストラン計画

cotoiro

GINZA PLACE／クライン ダイサム アーキテクツ

新青森県総合運動公園陸上競技場

かご

篠崎 隆
しのざき・たかし

 ［非常勤講師］
エレメントデザインC

東京藝術大学にて建築を学び、同大学院およ
びヴェネツィアにて建築史を学ぶ。建築設計
事務所勤務を経てアスタリスクスタジオを設
立し、建築・インテリア・プロダクト・グラフィック
など各種設計中。グッドデザイン賞など数回。
国内外メーカーからのプロダクトが数点。非常
勤講師も数校。
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水谷雅文
みずたに・まさふみ

堀岡 勝
ほりおか・まさる

 ［非常勤講師］
エレメントデザインⅡA

 ［非常勤講師］
エレメントデザインA

多摩美術大学環境デザイン学科卒業。2002年
〜11年株式会社スタジオ80、株式会社内田デ
ザイン研究所在籍。12年株式会社フューチャリ
ティを設立。

堀岡建築研究所代表。一級建築士。東京学芸
大こども未来研究所フェロー。東京芸術大学卒
業後、内藤廣建築設計事務所、シーラカンスアン
ドアソシエイツ等勤務。ドイツの家具職人学校主
席卒業、ドイツ家具職人資格取得。帰国後、ミネ
ルバ勤務等を経て独立。主な作品に「新宿区立
佐伯祐三アトリエ記念館」「鎌倉紅谷幸浦工場」
など。

渡邉健介
わたなべ・けんすけ

 ［非常勤講師］
住環境デザインⅢA

東京大学工学部建築学科卒業、同大学大学
院修士課程修了、コロンビア大学建築学部大
学院修士課程修了（フルブライト全額給費奨
学生）。SHoP、C＋A勤務後、2005年渡邉健介
建築設計事務所設立。現在、東洋大学非常勤
講師。

相澤久美

浅野泰弘

伊藤邦彦

温野まき

河原武儀

木下壽子

光嶋祐介

長谷部 匡

光畑由佳

藤野高志

堀江 徹

前川知子

松井龍哉

松本文夫

後藤 武

小阪 淳

小山憲太郎

佐々木雄旗朗

塩浦政也

紫牟田伸子

鈴木紀慶

宮崎晃吉

森川嘉一郎

山下泰樹

山村真司

山本 晶

鈴木康則

高瀬磨理子

田村圭介

野老朝雄

長島明夫

名児耶秀美

鳴川 肇

その他の非常勤教員リスト（五十音順）

渡辺真理
わたなべ・まこと

 ［客員教授］
住環境デザインⅢA

1977年京都大学大学院修了、79年ハーバード
大学デザイン学部大学院修了。81年〜87年磯
崎新アトリエ勤務、87年設計組織ADH設立、96
年より法政大学教授。「集合住宅をユニットから
考える」（新建築社、2006年、共著木下庸子）ほ
か著。

荻窪本天沼の家

Root

ウェルヴィレッジ君津＋玄々堂じんクリニック

SN

藤原俊樹
ふじわら・としき

 ［専任講師］
藤森泰司ゼミ
インテリアデザインⅡA
空間構成
基礎デザイン（スペースデザイン）
など

武蔵野美術大学大学院修了。空間演出デ
ザイン学科研究室助手、空環計画研究所勤
務を経て現職。「大磯町郷土資料館」、「トヨ
タ博物館」、「東京都庁・都政情報センター」、

「リビングデザインセンターOZONE」、「岩
宿博物館」、「恵比寿ガーデンプレイス三越」、

「襟裳岬・風の館」などの展示企画・映像プ
ランニングデザインを手がける。 襟裳岬・風の館

藤森泰司
ふじもり・たいじ

 ［非常勤講師］
藤森泰司ゼミ

藤森泰司アトリエ代表。家具デザインを中心
に、建築家とのコラボレーション、プロダクト・
空間デザインを手がける。近年は家具的な思
考を掘り下げていくことによって、さまざまなデ
ザイン分野へ活動領域を広げている。モノの
形の先にある、新たな「佇まい」のデザインを目
指している。
www.taiji-fujimori.com RINN/arflex
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この2年間、非常に落ち着かない日々 が続いていた。その原因は、北岡先
生（の死）に対して何もできなかったという後悔からであった。先月、「北岡
節男を送る会」が、東京デザインセンターで行われ、私はその企画自体に
は携わっていないが、会には参加させて頂いた。北岡先生をよく知る人々
が集まり、北岡先生について語り合っている姿を拝見でき、すごく嬉しかっ
た。この会の招待を受ける前から、今回の桑スペでは、北岡先生の特集
をすることを決めていた。個人的なことばかりを書いて申し訳ないが、送る
会とそして今回の北岡節男特集が出来て、私の中にも一つ区切りが出来
た。と同時に、特集の編集に当たり、先生の作品が掲載された雑誌のバッ
クナンバーをすべて、国会図書館でコピーしたりと資料を収集することで、
さらに北岡先生の思想を知ることができ、また勇気付けられた気がする。
もっと前に進まなければいけないと……。北岡先生は、私が個人として行っ
ているデザインをきちんと評価してくれた数少ないデザイナーの一人でも
あった。二十歳以上も年の差のある私をいつも、「大松」と呼び捨てることな
く、「大松先生」と距離を置いて呼ぶこともなく、「大松さん、大松さん」とい
つも親しみを込めて呼んでくれた。それは、私をいつも「同じ志でデザイン
を行う同志」として見てくれていた気がしてならない。北岡先生と7年間桑
沢で一緒に教えた際は、北岡先生の思想との間に多くの共通点を見出す
ことが出来たし、「デザインに対するあるべき姿勢」を共有できたことは貴
重な時間であった。今は、非常に稀な才能を持った同志に巡り会えたこと
を誇りに思う。これからは、「北岡さん、北岡さん、『私は』」と心の中で語り
掛けながらデザインしていくことになると思う。	 （大松俊紀）

あとがき




